皮質運動野から視床下部外側野への入力の研究(III 共同利用研究 2.研究成果) by 小野, 武年 et al.
Title皮質運動野から視床下部外側野への入力の研究(III 共同利用研究 2.研究成果)
Author(s)小野, 武年; 大村, 裕; 西野, 仁雄; 佐々木, 和男; 清水, 宣明;太田, 雅博

















































































































久保田 新 (早大 ･文)







方法 1) 行動条件 a.サルが自発的にキーを3秒押
し続ける(dro3sec･)と, ランプが 1秒間点灯する｡
この間にキーを離せば硫化刺激 (II20)が与えられる
(FR1.LHIsec.)｡以下これを20-40回反復すると,
scheduleはb.に移行する｡b.サルが自発的にキーを押
し3秒押し拭けるとラソプが点灯し,a.における平均反
応時間 (0.3-0.4sec.)経過後強化される｡点灯時に反
応すれば強化奪取して,エラー･ホールド｡これを同数
反復し再びa.に移行｡両条件とも強化で消灯｡
2)深さの検討 践沼式manipulatorを用い先端直
経0.2mmのガラス管封入のAg-AgCl電極を表層から
0.5mmきざみで刺入｡記録部位は反応肢対側のpre-お
よびpost-central｡基準電極は同側のinf.par.および
対側のsup.front.,imf.par.の平均とした｡
結果 行動条件ではdroの長さ.lamp点灯から執化
までの時間等は等しく,キ 離ーし反応の有無のみが相迎
する｡
運動反応直前の比較的立ち上がりの速い波 (狭義の
motorpotential,即ちVaughan,GのP2P8)はキー
擬し有りでは反応前0.5秒ほどから始まるが,キ 離ーし
無しでは,この波がほとんど見られないか,立ち上がり
時間が遅いか,または強化後に始めて立ち上がる(Paの
み)かのいずれかであり,これは部位,深さによって異
なったが/ほとんどが強化後に始めて立ち上がり,その
波形は反応有りの場合の強化後の波形に相似する偵向を
示した｡しかし一般にこの波の振幅はキー赦し有り免件
で大きかった｡
キ 難ーしの有無によらず,motorpotentialの振幅は
1.5mm付近で最大となるものが多く,P2,P8の振幅
は深さによりその大小が変化した｡運動の有無による
motorpotentialの振幅の蓋は1.0-1.5mmで有も大き
く次いでより軌 ､点字大である｡
特別な場合としてmotorpotentialの極性が逆転した
部位が3点有り,いずれも中心掛こ沿った運動野側から
記録された｡このような部位においても.所謂CNV波
形の柾性は他の部位と等しかった｡また特にPZのみが
1.5mm付近で逆転する例も有り,これは両野で見られ
たがpost-centralおいてより大きな振幅を示した｡
dro期間中の所謂CNV波形, ないしはreadiness
potential波形は深さにより異なるが,少なくともキー
離し遊動の有鰍こよらずゆるやかな立ち上が りを見せ
た.このことは少なくともキ 離ーし運動の存在は必らず
LもいわゆるCNV発現の条件でないことを示してい
る｡かなりの部位で振幅はキ 離ーし有り条件においてよ
り大であったが.逆の場合も有り,その多くは 1.5-
2.5mmの深さにおいて見られ,波形は単調増加せず,
droの中期で最大の傾向を示した｡またほとんどの部位
でmotorpotential孜にゼロ ･レベル以下に立ち下が
り,その後,ゆるやかに立ち上がる傾向であらた｡
探さについてみると,捌苗(これは一皮下がり徐 に々
上がる,その両者を含めて)は0.0-0.5mmで大,1･0-
1.5mmで小,より深い点で再び大となった｡またこの
波は,2.0-2.5mmで逆転する部位があったがこれは数
例にとどまり,その場合表層で上向き,深層で下向きと
なりdro前半に逆転するものと,後半に逆転するものと
であった｡前半に逆転するもののmotorpOtentialは
1.5mmより表層で.後半に逆転するものは1･5mmより
深層で最大振幅を示した｡1)
探さについて二行動条件間の蓋は0.0-0.5mmおよび
1.5-2.0mmで大きく,その中間で小さい｡
以上motot-Potentialとreadinesspotentialで最大
振幅を示す深さが異なることがおかIDたが,一般に,探
1)CNV様波形がそのまま単調減少波形に逆転する
例はなく,その前半.後半,あるいは中期に逆極性化
するものがあったが,'このような例をもってspe
cificな要素を持つ例とすべきか否かには試論の余
地があろう･J･.
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